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１  開会 
 

市原：それでは、第６回学校運営協議会を始めます。 
 

２ 内容 
 

（１）会長挨拶 
 

それではよろしくお願いいたします。 
 

（２）校長挨拶 
 

学校便りをご覧いただけるとわかりますが、生徒たちは部活動だけではなく、税の作文、

薬物乱用防止標語などの分野でも活躍し受賞しています。 
 

（６）課題解決に向けて（各分掌主任）※担当者は授業があるため、順番を変えてもらいました。 
    

教務部 
 

   川口史：資料を御覧ください。来年度に向けて教育課程届出の準備をしています。来年度

から新学習指導要領が始まります。大幅な変更はないようです。この時期教職員は１年間

を振り返り学校評価を行います。日課表は変更する予定はありません。朝読書は生徒たち

の１日の学校生活の始まりには一定の成果があります。土曜授業は学期１回ペースで行い

ます。 

   杉山：朝読書はどの学校でもやっているのですか。 

   川口史：２００７年に赴任しましたが、そのときからありました。 

    校長：どの学校でも実施しています。 

    博田：高校でも行っています。読書後授業にスムーズに入ることができます。 
    

   生活指導部 
    

      糠信：落ち着いて授業はできています。１年生は毎週のようにトラブルがありました。本

人に指導し、家庭連絡をしています。この繰り返しです。２年生は大きなトラブルなく過

ごしています。３年生は進路に向かって頑張っています。不登校は１年生３名、２年生６

名でうち３名は心の教室で学習しています。３年生は男女各３名ずついます。担任は家庭

連絡をしたり家庭訪問したりして対応しています。部活動は１４の部活が活動していて、

９０％以上の生徒が参加しています。 

生川：不登校生徒の人数は多いのでしょうか。 

糠信：ゼロになることはありません。 

生川：高校はどうですか。 

博田：学校によってばらつきがあります。 

糠信：学校として一人ひとりに対応しています。 
    

     進路指導部 
      

   市原：道徳については今年度から教科化されています。評価も通知表に載せるようになりま

した。国際理解教室は外部講師を活用しています。１年生は環境教育を学んでいます。省エ



ネチャレンジ２０２０では表彰されました。２年生は校外学習の準備を進めています。３年

生は SDGsについて学習を進めています。行事関係はやらないのではなく、どうすればでき

るのかを考えながら進める予定です。 

校長：コロナの状況を見定めながら行事の実施について考えています。 

博田：高校も修学旅行実施の保護者からの同意書を取りましたが、最終的には中止の決断を

しました。 
 

（３）臨時休業期間学校対応アンケート（学運協）について 
   

   市原：皆様から先日ご提出いただいたアンケートをパーセント形式でまとめました。第二

回の調査もあります。１月１６日までの提出となりますので、ご協力お願いします。保護

者・生徒分もまとめていきますので、後日お知らせします。 
    

（４）教員との面接結果について 
 

   米倉：教員の忙しさについては単年度で改善されないので、具体的な事例を積み上げてい

くのはどうでしょうか。 

   円城寺：すぐに市教委に上げたいが、解決まで長い道のりになりそうです。 

   博田：調査ものに関してはこちらが回答しても何も報告はない。回答しないと督促される。

結局何のためにやっているのかわからなくなる。結果がわからない調査が多すぎる。 

   杉山：何年化計画で改善していった方がよい。 

   生川：教員が忙しいからこそ地域の協力が必要ではないか。 

   杉山：最終的には学校の業務改善に踏み込むことになる。 

校長：学校長の責任になりますね。 

米倉：数年かけて取り組んでいきましょう。 
 

（５）次年度の教育課程について 
    

校長：新しく GIGA スクール構想を含めた市の方針が打ち出されています。お時間がある  

時に目を通していただき、ご意見があれば今年中にお願いします。 
 

（７）質疑応答及び情報交換 
    

市原：皆様へのお知らせのプリントを資料に入れてあります。ご覧ください。 

森：人に仕事をつけるのでなく、仕事に人をつける発想でいけないのか。分業をすること  

で先生の負担を減らすことをできるのではないでしょうか。 

小山：仕事量が多いのは理解しているので、分業して仕事を進めていけたらいいのではと 

思います。 

能渡：業務改善が実現できたらすばらしいです。 
 

３ 次回の日程確認 
 

  市原：次回は令和３年１月１６日（土）９時からです。 

  校長：道徳授業地区公開講座、よろしくお願いします。 
 

 

４ 閉会 
 

市原：以上で学運協を終わります。ありがとうございました。 


